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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
表面に印刷部が形成され前記印刷部の少なくとも一部領域に印字情報が印字された第１の
印刷物と片面に印字情報が印字された第２の印刷物が、前記第１の印刷物の裏面と前記第
２の印刷物の印字情報印字面とが接着剤を介して全面にわたって貼着され、前記第１の印
刷物の前記印字情報印字部に１又は複数の開口部が形成され、少なくともその中の1つの
開口部から第２の印刷物に印字された印字情報が表出している積層印刷物において、
　前記第１の印刷物の開口部に表出した前記第２の印刷物の印字情報の中に、前記第１の
印刷物に印字された印字情報を補完して完成させる情報が含まれることを特徴とする積層
印刷物。
【請求項２】
表面に印刷部が形成され前記印刷部の少なくとも一部領域に印字情報が印字された第１の
印刷物と片面に印字情報が印字された第２の印刷物が、前記第１の印刷物の裏面と前記第
２の印刷物の印字情報印字面とが接着剤を介して全面にわたって貼着され、前記第１の印
刷物の前記印字情報印字部に１又は複数の開口部が形成され、少なくともその中の1つの
開口部から第２の印刷物に印字された印字情報が表出している積層印刷物において、
　前記第１の印刷物と前記第２の印刷物のうち、少なくとも前記第１の印刷物の基材は、
前記第２の印刷物に印字された印字情報の一部または全部を第１の印刷物の印刷面から判
読可能な材料で構成されたことを特徴とする積層印刷物。
【請求項３】
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前記第１の印刷物の印字領域に印字された印字情報は、第２の印刷物に印字された印字情
報と同一か、または、第２の印刷物に印字された印字情報と関連性を有する情報であるこ
とを特徴とする請求項１又は２に記載の積層印刷物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印字情報の複製、改竄を困難にした積層印刷物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、印刷物にプリンターを使用して固有情報部分を印字したダイレクトメールや、証
書類が多用されている。
【０００３】
　印刷物に固有情報を印字するプリンターには、インクジェットプリンタや、静電転写プ
リンタなどがあって、マークをはじめとして各種の書体の数字、漢字、および記号等を高
速でしかも、細密に印字する。
【０００４】
　一方、近年では複写物の品質が向上し、印刷物とそれを複写した複写物の判別が一層困
難になってきている。
【０００５】
　偽造を困難にするために、印刷基材である印刷用紙に定位置透かし模様を施して印刷基
材面で特徴を付与させたり、複写機による複製を防止するために印刷図柄の中にマイクロ
文字をデザインして印刷したり、印字データの改竄を防止するために消しゴムによって脱
落し易い印刷インキで背景を印刷したりする技術が多く開示されている。
【０００６】
　複写機を使用した印刷物の改竄や、偽造を牽制するために印刷物の図柄の一部をホログ
ラムで表現したり（例えば、特許文献１参照）、印刷に使用するインキにパールインキや
、金、銀インキを使用する技術（例えば、特許文献２参照）が提案されている。
【特許文献１】特開２０００－１９４２６５号公報
【特許文献２】特開平９－１６９１６１号公報　しかし、前述の技術は、媒体の偽造に対
しては有効であるが、印字データの改竄に対しては十分ではない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで本発明は、固有情報が印字された印刷物の複製を牽制すると共に、印字情報の改
竄を牽制する積層印刷物を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
前記課題の目的を達成するために本発明の積層印刷物の請求項１に記載の発明は、表面に
印刷部が形成され前記印刷部の少なくとも一部領域に印字情報が印字された第１の印刷物
と片面に印字情報が印字された第２の印刷物が、前記第１の印刷物の裏面と前記第２の印
刷物の印字情報印字面とが接着剤を介して全面にわたって貼着され、前記第１の印刷物の
前記印字情報印字部に１又は複数の開口部が形成され、少なくともその中の1つの開口部
から第２の印刷物に印字された印字情報が表出している積層印刷物において、前記第１の
印刷物の開口部に表出した前記第２の印刷物の印字情報の中に、前記第１の印刷物に印字
された印字情報を補完して完成させる情報が含まれることを特徴とするものである。
【００１０】
また、請求項２に記載の発明は、表面に印刷部が形成され前記印刷部の少なくとも一部領
域に印字情報が印字された第１の印刷物と片面に印字情報が印字された第２の印刷物が、
前記第１の印刷物の裏面と前記第２の印刷物の印字情報印字面とが接着剤を介して全面に
わたって貼着され、前記第１の印刷物の前記印字情報印字部に１又は複数の開口部が形成
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され、少なくともその中の1つの開口部から第２の印刷物に印字された印字情報が表出し
ている積層印刷物において、前記第１の印刷物と前記第２の印刷物のうち、少なくとも前
記第１の印刷物の基材は、前記第２の印刷物に印字された印字情報の一部または全部を第
１の印刷物の印刷面から判読可能な材料で構成されたことを特徴とするものである。
【００１１】
また、請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載の発明において、第１の印刷物の
印字領域に印字された印字情報は、第２の印刷物に印字された印字情報と同一か、または
、第２の印刷物に印字された印字情報と関連性を有する情報であることを特徴とするもの
である。
【発明の効果】
【００１２】
１）請求項1に記載の発明のように、表面に印刷部が形成され前記印刷部の少なくとも一
部領域に印字情報が印字された第１の印刷物と片面に印字情報が印字された第２の印刷物
が、前記第１の印刷物の裏面と前記第２の印刷物の印字情報印字面とが接着剤を介して全
面にわたって貼着され、前記第１の印刷物の前記印字情報印字部に１又は複数の開口部が
形成され、少なくともその中の1つの開口部から第２の印刷物に印字された印字情報が表
出している積層印刷物において、前記第１の印刷物の開口部に表出した前記第２の印刷物
の印字情報の中に前記第１の印刷物に印字された印字情報を補完して完成させる情報が含
まれることによって、複写機による偽造または改竄を試みた際に開口部周辺の情報が不鮮
明となり、不正を発見することができるという効果がある。
【００１４】
２）また、請求項２に記載の発明のように、表面に印刷部が形成され前記印刷部の少なく
とも一部領域に印字情報が印字された第１の印刷物と片面に印字情報が印字された第２の
印刷物が、前記第１の印刷物の裏面と前記第２の印刷物の印字情報印字面とが接着剤を介
して全面にわたって貼着され、前記第１の印刷物の前記印字情報印字部に１又は複数の開
口部が形成され、少なくともその中の1つの開口部から第２の印刷物に印字された印字情
報が表出している積層印刷物において、前記第１の印刷物と前記第２の印刷物のうち、少
なくとも前記第１の印刷物の基材は、前記第２の印刷物に印字された印字情報の一部また
は全部を第１の印刷物の印刷面から判読可能な材料で構成されたことによって、背面から
光を当てることにより第１の印刷物に印字された情報の改竄の有無を確認することができ
るという効果がある。
【００１５】
３）また、請求項３に記載の発明のように、請求項１又は２に記載の発明において、第１
の印刷物の印字領域に印字された印字情報は、第２の印刷物に印字された印字情報と同一
か、または、第２の印刷物に印字された印字情報と関連性を有する情報であることによっ
て、前記第1の印字情報と前記第２の印字情報を関連付けながら確認することにより改竄
の有無をチェックすることができるという効果がある。
                                                                                
      
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施の形態について詳述する。
【００１７】
　図１は、本発明の積層印刷物の一実施形態について説明するための模式図、図２は、図
１のＡ－Ａ線断面図、図３は、本発明の積層印刷物を複写した場合の開口部周縁の複写状
態について説明するための模式図、図４は、本発明の積層印刷物を複写した場合の開口部
周縁の複写状態について説明するための模式図である。
【００１８】
　図１を参照して本発明の積層印刷物の一実施形態について説明する。
【００１９】
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　本発明の積層印刷物３は、第1の印刷物１を、第1の印刷物１の印字部が表出すように、
略同一サイズの第２の印刷物２の印字面に重ね合わせて積層することによって作製する。
【００２０】
　本実施の形態では、第１の印刷物１の基材として、裏面に公知の感熱、または、感圧接
着剤を塗布し乾燥した上質紙を使用する。
【００２１】
　図１に示す積層印刷物は、第１の印刷物と第２の印刷物が第１の印刷物の右端と第２の
印刷物の左端が連接された状態のシート状または、連続状の印刷物にＬＢＰ（Ｌａｓｅｒ
　Ｂｅａｍ　Ｐｒｉｎｔｅｒ）によって印字した後、センターでスリットし左右重ね合わ
せて加圧、または、加圧・加熱し、２枚の印刷物を一体化して作製する。
【００２２】
　したがって、第１の印刷物の基材と第２の印刷物の基材は、同一基材となる。
【００２３】
　図１で説明する積層印刷物３は、生命保険証書で、第１の印刷物１の印字面には印刷情
報１０として例えば「生命保険証書」等の証書名が印刷され、図示しないがその他の部分
には生命保険証書にかかわるデザインや、背景地紋が印刷される。
【００２４】
　印字情報１２の下部には印字情報１１として、生命保険加入者名「大日本太郎様」がプ
リンタによって漢字で印字される。「生命保険証券」なる印刷情報も、前記印字情報と一
緒に、プリンタで印字してもよい。

                                                                                
      
【００２５】
　第１の印刷物１に印字された印字情報１１の先頭の文字部分「大」の部分は、文字の中
央部分が円形に打ち抜かれ、開口部１３を形成している。
【００２６】
　また、第１の印刷物１の左下の部分にも開口部１４が形成されている。この開口部１４
は、第２の印刷物と積層された時に、印字情報２２の一部が表出するように位置決めされ
、形成されている。
【００２７】
　第１の印刷物１の印字情報１１の下部には、印字情報１２として、生命保険加入者が生
命保険会社と契約した内容の一部、「２０２３年３月２０日２３時５９分まで有効」、「
金額　死亡時に一億円　障害時に５千万円」という情報が印字されている。
【００２８】
　第２の印刷物２の印字面は、第1の印刷物で被覆されるために通常印刷は行わないが、
第1の印刷物に形成された開口部から表出する部分は、第1の印刷物に印刷された背景地紋
などが印刷される。
【００２９】
　第２の印刷物の裏面には、印刷によって生命保険証券に関する情報などを印刷すること
ができる。プリンタが表裏印字可能な場合は、プリンタによって印字してもよい。
【００３０】
　第２の印刷物２の印字面には、印字情報２１として、第１の印刷物の印字情報１１と同
一の内容「大日本太郎」または、開口部に表出する文字「大」だけが印字される。
【００３１】
　また、第1の印刷物に印字された印字情報１２の内容を短縮した内容として、「２０２
３／０３／２０　２３：５９　死亡時一億円　障害時５千万円」が印字情報２２として第
２の印刷物の下部に印字される。
【００３２】
　積層印刷物３は、第１の印刷物１の非印字面と第２の印刷物の印字面が接着剤などで貼
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着された積層体である。
【００３３】
　積層印刷物３の表出面には、第１の印刷物１の印刷情報１０、印字情報１１、印字情報
１２、および第２の印刷物に印字された印字情報２１、２２の一部が、第１の印刷物に形
成された開口部１３、１４の内側に表出される。
【００３４】
　印字情報１１の最初の文字「大」は、第１の印刷物に形成された状態では「大」の大半
が開口部１３となっているため、文字を判読することが不可能な状態になっているが、第
２の印刷物と貼着される事によって、第２の印刷物に印字された「大」と合成され、開口
部印字情報１３－２１に完成された「大」が出現する。その結果、「大日本　太郎」の全
体を判読することができるようになる。
【００３５】
　上記開口部印字情報１３－２１の部分は、複写物をチェックする際に使用される（図３
、図４で詳細に説明する。）。
【００３６】
　また、開口部印字情報１４－２２からは、生命保険証券の有効期限の短縮表示が表出さ
れるために、印字情報１２の内容と照合され、印字情報１２の改竄の有無をチェックする
手段となっている。
【００３７】
　図２を参照して、図１のＡ－Ａ線断面について説明する。
【００３８】
　積層印刷物３は、第1の印刷物１の基材、第２の印刷物２の基材、及び両者を接着する
接着剤の接着剤層１５による積層体である。
【００３９】
　第1の印刷物１の表出面には、印刷インキ（図示せず）、プリンタによる印字情報１１
のトナーが表出している。
【００４０】
　また、第1の印刷物には開口部１３が形成されていて、開口部１３部分の第２の印刷物
２の基材の表面には、プリンタによる印字情報２１の一部として「大」の文字のトナーが
表出している。
【００４１】
　第２の印刷部の印字情報２１が「大日本　太郎」の場合は、接着剤層１５と、第２の印
刷物２の間に印字情報２１のトナー（図示せず）が形成されている。
【００４２】
　断面は図示しないが、開口部１４の印字情報２２も同様な状態で開口部印字情報１４－
２２を表出している。
【００４３】
　印字情報２２の上記表出部以外の情報は、印字情報１１と同様、接着剤層１５と、第２
の印刷物２の間に内包されている。
【００４４】
　第1の印刷物に使用される基材によっては（例えば、重さ６４ｇ／平方メートル以下の
上質紙）、第1の印刷物の印字面から第1の印刷物の基材を透過して印字情報２２の内容を
判読することができる。
【００４５】
　上記例えば、第１の印刷物、第２の印刷物の基材が、重さ６４ｇ／平方メートル程度の
上質紙であれば、有効期限以外の契約内容を確認したい時は、積層印刷物３の背面から光
を照射して、内包された印字情報を判読し、印字情報１２と照合することができる。
【００４６】
　接着剤１４による貼り合わせ手順として、第1の印刷物１の基材の非印字面、または第
２の印刷物２の基材の印字面に接着剤層が既に形成されている状態で印字情報をプリント
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し、加圧（または、加圧・加熱）によって積層する場合と、印字情報をプリントした後接
着装置によって第1の印刷物１の基材の非印字面、または第２の印刷物２の基材の印字面
に接着剤を塗布しながら第1の印刷物１と、第２の印刷物２を貼り合わせる場合とがあり
、何れの方法によって作製してもよい。
【００４７】
　図１、図３を参照して本発明の積層印刷物を複写した場合の開口部周縁の複写状態につ
いて説明する。
【００４８】
　複写機のガラス面に生命保険証券（積層印刷物３）の印字面が接するように置き、ａ図
に示すように、矢印５ａの方向から複写機の光源を移動させたとき、図１の開口部印字情
報、およびその周縁部（１３－２１）は、ｂ図に示す状態で複写される。
【００４９】
　開口部１３に形成された印字情報２１の「大」の文字と、開口部周縁に形成された印字
情報１１の「大」の文字は重なり合って、積層印刷物３の印字面に完成された「大」の文
字として表示されているのであるが、開口部の打ち抜かれた部分は、印刷物１の基材の厚
さに接着剤の厚さを加えた厚さの分だけの凹んでいるために、凹部のエッジの部分からは
拡散光が得られず、複写漏れになる部分５１ａは黒色として再現される。したがって生命
保険証券の加入者名の開口部１３付近を観察して、ｂ図に示すような半月状の影が生じて
いる場合は、複写機によって複製された偽造券と疑って詳細に鑑定する。
【００５０】
　また、例えば、開口部を有する積層印刷物を偽造して、ＬＢＰ（複写機を含む）で印字
しようとした場合、開口部が狭い場合は熱定着ローラーが開口部の内側に接触できないた
め、また開口部が広い場合は開口部周縁部には同様熱定着ローラーが接触しないために、
一旦は転写したトナーが定着せず、定着しなかった部分は白く抜けた状態になり真贋を判
定することができる。
【００５１】
　図１、図４を参照して本発明の積層印刷物を複写した場合の開口部周縁の複写状態につ
いて説明する。
【００５２】
　図３における場合と同様、複写機のガラス面に生命保険証券（積層印刷物３）の印字面
が接するように置き、ｃ図に示すように、矢印５ｃの方向から複写機の光源を移動させた
とき、図１の開口部印字情報、およびその周縁部（１３－２１）は、ｄ図に示す状態に複
写される。
【００５３】
　図３の場合と同様、凹部のエッジの部分からは拡散光が得られず、複写漏れになる部分
５１ｃは黒色として再現される。したがって生命保険証券の加入者名の部分を観察して、
図に示す半月状の影が生じている場合は、複写機によって複製された偽造券と疑って詳細
に鑑定する。
【産業上の利用可能性】
【００５４】
　本発明の積層印刷物は、各種証券類、各種証明書類、その他入場券等、複製や、改竄の
対象となる証書類、金券類に利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】本発明の積層印刷物の一実施形態について説明するための模式図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線断面図である。
【図３】本発明の積層印刷物を複写した場合の開口部周縁の複写状態について説明するた
めの模式図である。
【図４】本発明の積層印刷物を複写した場合の開口部周縁の複写状態について説明するた
めの模式図である。
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【符号の説明】
【００５６】
　１　　　第１の印刷物
　２　　　第２の印刷物
　３　　　積層印刷物
　５ａ，５ｃ　複写機の光源の移動方向
　１０　　印刷情報
　１１，１２　第１の印刷物の印字情報
　１３，１４　開口部
　１３－２１，１４－２２　開口部印字情報
　１５　　接着剤（接着剤層）
　２１，２２　第２の印刷物の印字情報
　５１ａ，５１ｃ　複写漏れになる部分

                                                                                

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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